
2008. ８.10　広報さつませんだい ❻❼

　６月 28日（土）と７月５日（土）の２日間にわたり、提案公募型補助金成果報告会を開催
しました。この報告会は、平成 19年度に同補助金を活用して事業を実施した団体が、そ
の成果や反省点を報告することで、今後の活動のヒントや他団体が活動の参考にできる
ことを目的に開いたものです。今回はその中から、４団体の活動についてご紹介します。
＊甑島地域の団体については、７月 24日（木）にテレビ会議システムを利用して報告会を
　実施しています。

　

２
４
５
会
は
、
西
川
内
自
治
会
の
高
齢
化

と
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、
10
年

前
に
有
志
が
集
ま
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
７
年
前
か
ら
、
花
と
緑
に
よ
る
自
治
会

内
の
景
観
作
り
や
ご
み
拾
い
、
高
齢
者
の
花

見
招
待
な
ど
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
本
補
助
金
制
度
を
活
用
し
、
自
治

会
内
の
植
栽
や
花
壇
へ
の
花
植
え
、
ご
み
拾

い
の
ほ
か
、「
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
を
歩
こ
う

会
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
県
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
が

参
加
し
、
色
鮮
や
か
な
花
々
を
楽
し
ま
れ
た

よ
う
で
す
。

一
年
を
通
し
て

花
を
見
ら
れ
る
環
境
を

事
業
名 

花
と
緑
の
西に
し
か
わ
う
ち

川
内
事
業

事
業
実
施
団
体 

「
２に

し

ご
４
５
会
」

　

川
内
子
ど
も
劇
場
は
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
生
の
舞
台
を
届
け
、
未
来
を
つ
く
る
子

ど
も
た
ち
の
理
性
や
感
性
を
は
ぐ
く
み
た

い
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
皆
さ
ん
を

舞
台
芸
術
鑑
賞
を
通
じ
て
結
び
付
け
た
い

と
の
願
い
を
込
め
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
本
補
助
金
制
度
を
活
用
し
、
甑
島

４
地
域
を
含
む
市
内
計
13
カ
所
で
鑑
賞
会

を
企
画
・
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
準
備
・

運
営
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
地
で

組
織
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
行
い
ま
し
た
。

ど
の
会
場
で
も
、
大
き
な
笑
い
声
が
あ
ふ

れ
、
子
ど
も
と
と
も
に
、
来
場
し
た
保
護

者
の
皆
さ
ん
も
大
い
に
感
動
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

子
ど
も
と
大
人
が共

に
感
動

事
業
名 

地
域
の
世
代
間
交
流
を
豊
か

に
す
る
舞
台
芸
術
鑑
賞
活
動

事
業
実
施
団
体 

「
川
内
子
ど
も
劇
場
」

　
「
カ
ノ
コ
ユ
リ
」は
甑
島
を
原
産
地
と
す

る
、
特
徴
あ
る
色
と
香
り
豊
か
な
花
で
、
本

市
の
市
花
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
貴
重
な
自
然
の
財
産
は
、
管
理
が
不
十

分
な
地
域
も
あ
り
、
年
々
自
生
地
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
補
助

金
制
度
を
活
用
し
、
自
生
地
の
整
備
と
、「
カ

ノ
コ
ユ
リ
」を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
鹿
の

子
百
合
ま
つ
り
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
九
州
各
地
か
ら
約
60
人
の

参
加
が
あ
り
、
カ
ノ
コ
ユ
リ
を
知
っ
て
も

ら
う
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
約
１
０
０
０
個
の
球
根
の
植
え
付
け

も
実
施
さ
れ
、
今
後
の
繁
殖
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
花「
カ
ノ
コ
ユ
リ
」を

生
か
し
た
観
光
地
づ
く
り
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事
業
名 

鹿
の
子
百
合
繁
殖
事
業

事
業
実
施
団
体 

「
鹿
の
子
百
合
の
会
」

協働社会の
実現を目指して

提案公募型補助金制度とは
　この制度は、市民の皆さんが自ら企画し実施する公益的事業について提案を募集し、選考審査の上で、その経費の
一部を補助することにより、市民が一体となったまちづくりをサポートするものです。
　平成 19年度は 31の団体に合計で約 3,000 万円を交付し、それぞれの特徴ある事業実施に役立てられました。
　本年度も 32の団体に約 3,000 万円が交付される予定です。なお、平成 21年度分の提案募集は、本年８月下旬か
ら実施する予定です。

提案公募型補助金成果報告会を開催

　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う
Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｗ
は
、

英
語
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
、
平
成
12

年
３
月
か
ら
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
全
員
が
英
語
を
特
技
と
し
、「
こ
の
特

技
を
生
か
し
て
子
ど
も
た
ち
に
何
か
還
元

し
た
い
」と
思
っ
た
の
が
活
動
の
き
っ
か
け

だ
そ
う
で
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
英
語
を
使
っ
た
遊
び

や
お
話
の
上
演
な
ど
で
、
今
回
、
本
補
助

金
制
度
を
活
用
し
、
下
甑
町
手
打
小
学
校

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
上
演
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
英
語
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

英
語
を
も
っ
と
身
近
に

感
じ
て
ほ
し
い

事
業
名 

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｗ

事
業
実
施
団
体 

「
英
語
で
あ
そ
ぼ
う

Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｗ
」

番号 実施事業の名称 実施団体・グループの名称

１ 花と緑の西川内 ２４５会

２ 特産米産地交流事業 黒木浦減農薬米生産組合

３ 黒木地区の活性化及び甑島との交
流事業 石ぐら集落営農組合

４ 第１回薩摩川内まごころ文芸コン
クールエッセイ部門事業 薩摩川内市エッセイクラブ

５ 大原野池広場公園整備事業計画の
内、屋外ステージ事業 大原野池の会

６ 薩摩川内市の子育て支援を考える
集い事業 薩摩川内市保育連合会

７ 視力障害者のための「音の広報紙」
の製作・配付事業 川内音声訳サークル「花音」

８ 鹿の子百合繁殖事業 鹿の子百合の会

９ 第５回藤川天神臥竜梅祭り事業 本俣兵六踊り保存会

10 自然観光公園柳山アグリランドの整備事業
峰山地区
コミュニティ協議会

11 第７回東郷青年団どろんこフェスティバル事業 東郷青年団連絡協議会

12 第 12 回東郷青年団天神ロードウオーキング事業 東郷青年団連絡協議会

13 地域活性化・ローカルヒーロープロジェクト事業 甑・ＡＣＴＩＯＮ　ＣＬＵＢ

14 英語であそぼうＲａｉｎｂｏｗ事業
英語であそぼう
Ｒａｉｎｂｏｗ

15 健康なまちづくり事業 特定非営利活動法人保健推進
ハート＆スマイル樋脇

16 「乳がんのこともっと知ろうよ」～ピンクリボンを薩摩川内で～事業
ピンクリボン
Satsumaせんだい

番号 実施事業の名称 実施団体・グループの名称

17 和牛生産部会における肉用牛振興活動事業
さつま川内農業協同組合和牛
生産部会

18 新しい観光都市づくり事業・よか宿せんだい

薩摩川内市ホテル旅館組合・
薩摩川内市ホテル旅館暴力団
排除連絡協議会

19 第７回西日本ド～ンと凧上げ大会㏌薩摩川内事業 凧上げ大会実行委員会

20 地域の世代間交流を豊かにする舞台芸術鑑賞活動 川内子ども劇場

21 未来の薩摩川内市を担う人材育成事業 社団法人川内青年会議所

22 隈之城地区子ども防災・防犯キャンプ事業 隈之城愛好会

23 川内川に鯉のぼりをあげる会事業 川内川に鯉のぼりをあげる会

24 認定農業者研修事業 薩摩川内市認定農業者会

25 水引キッズ応援隊事業 水引キッズ応援隊

26 日本宇宙少年団入来ベラ分団活動事業 日本宇宙少年団入来ベラ分団

27 さつませんだい宮の森音楽祭の開催 宮前商店街通り会

28 はんや全国大会事業 はんや全国大会実行委員会

29 子供たちの水産体験促進事業「海のことなら漁師におまかせ塾」 甑島漁業協同組合里青年部

30 永利小学校・川内北中学校との「黒潮に響け音の交流事業」
黒潮に響け音の交流事業実行
委員会

31 といあげ祭り支援事業 といあげ祭り実行委員会

さあ、これから草刈りです「２４５会景観づくり」の様子

子どもも大人も食い入るように見ています。

球根の植え付け作業の様子

体を使って教えている様子

●問合先 : 本庁財政課財政グループ（内線4722）

◎平成19年度には、次のような事業が行われました。


